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こ の メ ー ル マ ガ ジ ン は 、 情 報 提 供 を 希 望 す る 登 録 者 の み な さ ま  

及 び ス タ ッ フ が 名 刺 交 換 を さ せ て い た だ い た 方 へ お 送 り し て い ま す 。 

 

_ / _ / _ / _ /  I  N  D  E  X  _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ /  

 

・特    集… …『 2 0 2 3 年 度 長 崎 ひ と り 親 家 庭 奨 学 金（ 大 学 入 学 用 ）』  

       募 集 の ご 案 内  

・支 援 情 報… … 面 会 交 流 セ ミ ナ ー「 面 会 交 流 っ て な ん だ ろ う ？ 」を  

 西 彼 地 区 に て 開 催 い た し ま す 。  

・ 8月・9月の予定… … Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談  

 

・ 編 集 後 記… … 長 崎 の お 盆  

 

■ 特 集━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 『 2 0 2 3 年 度  長 崎 ひ と り 親 家 庭 奨 学 金 （ 大 学 入 学 用 ）』  

1． 目 的  

こ の「 長 崎 ひ と り 親 家 庭 奨 学 金（ 以 下 、奨 学 金 ）」は 、次 世 代 を 担 う

人 材 の 育 成 を 図 る た め 、 向 学 心 が あ り な が ら 経 済 的 理 由 に よ り 、 修

学 上 必 要 な 学 資 金 （ 奨 学 金 ） を 大 学 在 学 の 期 間 、 月 5 万 円 を 支 給 す

る こ と で 奨 学 援 護 を 行 い 、 も っ て 社 会 に 有 為 な 人 材 を 育 成 す る こ と

を 目 的 と し ま す 。 な お 、 こ の 奨 学 金 は 返 済 の 義 務 は な く 、 将 来 の 就

職 等 に つ い て も 何 等 の 義 務 も な い こ と と い た し ま す 。 ま た 、 他 の 奨

学 金 制 度 と の 併 用 も 可 能 で す 。  

2． 応 募 資 格  

現 在 、 長 崎 県 内 に 生 活 の 拠 点 を 有 す る ひ と り 親 家 庭 （ 児 童 扶 養 手 当



受 給 家 庭 ） の 高 校 3 年 生 で 、 学 習 及 び 人 物 が 良 好 で あ る に も 関 わ ら

ず 、 経 済 的 理 由 で 学 資 の 支 弁 が 困 難 で あ る と 認 め ら れ る 者 。  

但 し 、2 0 2 3 年 4 月 に 学 校 教 育 法 に よ る 長 崎 県 内 の 国 公 立 の い ず れ か

の 全 日 制 の 大 学 に 現 役 で 進 学 す る こ と を 条 件 と し ま す 。（ 私 立 大 学

へ の 進 学 は 対 象 外 で す ）  

3． 応 募 ・ 選 考 方 法  

募 集 期 間 ： 2 0 2 2 年 8 月 1 日 ～ 2 0 2 2 年 1 1 月 3 0 日 （ 当 日 消 印 有 効 ）  

（ 1） 2 0 2 3 年 度  長 崎 ひ と り 親 家 庭 奨 学 金 （ 大 学 入 学 用 ） 願 書  

※ 願 書 は 、公 益 推 進 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ（ 奨 学 金  |  公 益 財 団 法 人 公 益

推 進 協 会  ( k o s u i k y o . c o m )）よ り ダ ウ ン ロ ー ド し 、必 要 事 項 を 記 入 し

て く だ さ い 。  

（ 2） 推 薦 書 （ 担 任 の 先 生 ま た は 学 校 長 の 推 薦 書  指 定 様 式 に 記 入 ・ 捺 印 ） 

（ 3） 個 人 情 報 の 取 扱 に 関 す る 同 意 書 （ 指 定 様 式 に 署 名 ・ 捺 印 ）  

（ 4） 児 童 扶 養 手 当 証 書 （ 受 給 者 証 ） の 写 し  

 ※ 応 募 関 係 書 類 （ 添 付 書 類 を 含 む ） は 返 却 い た し ま せ ん 。  

4． 採 用 人 数  

2 0 2 3 年 度 の 奨 学 生 は 2 名 程 度 を 採 用 し ま す 。  

5． 給 与 期 間 ・ 給 与 額  

大 学 に お け る 最 短 修 業 年 限 の 4 年 間 を 通 じ て 、年 額 6 0 万 円（ 4 年 合

計 2 4 0 万 円 ） を 支 給 し ま す 。  

但 し 、 留 年 、 休 学 及 び 退 学 し た 場 合 は 、 そ こ で 奨 学 金 の 支 給 は 終 了

し ま す 。  

※ 詳 し い 内 容 に つ い て は 、 下 記 お 問 合 せ 先 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。  

≪ 奨 学 金 に 対 す る お 問 合 せ 先 ≫  

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 6 - 7 - 9 新 橋 ア イ ラ ン ド ビ ル 2 階  

公 益 財 団 法 人  公 益 推 進 協 会  長 崎 ひ と り 親 家 庭 奨 学 金  担 当：高 野  

T E L： 0 3 - 5 4 2 5 - 4 2 0 1  /  F A X： 0 3 - 5 4 0 5 - 1 8 1 4  

E - m a i l： i n f o @ k o s u i k y o . c o m  

ホ ー ム ペ ー ジ ： h t t p s : / / k o s u i k y o . c o m /  

※ 問 い 合 わ せ 対 応 時 間 は 、 平 日 の 1 0 時 ～ 1 8 時 ま で と し ま す 。  

https://kosuikyo.com/%E5%A5%A8%E5%AD%A6%E9%87%91
https://kosuikyo.com/%E5%A5%A8%E5%AD%A6%E9%87%91
mailto:info@kosuikyo.com
https://kosuikyo.com/


■ 支 援 情 報━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 面 会 交 流 セ ミ ナ ー 「 面 会 交 流 っ て な ん だ ろ う ？ 」 を 西 彼 地 区 に て

開 催 い た し ま す 。  

「 面 会 交 流 」 と い う 言 葉 は 聞 い た こ と が あ る け ど 実 際 の と こ ろ 何 を

す る の ？ 離 婚 し て 離 れ て 暮 ら す の に 何 の た め 面 会 交 流 を し な い と い

け な い の ？ な ど 疑 問 に 思 わ れ て い る 方 も い ら っ し ゃ る の で は な い で

し ょ う か 。 今 回 の セ ミ ナ ー で は 、 お 子 さ ん に と っ て 最 も 良 い 面 会 交

流 に つ い て 教 え て い た だ き ま す 。  

【 日 時 】 令 和 4 年 9 月 4 日 （ 日 ） 1 3： 0 0～ 1 4： 3 0  

【 会 場 】 時 津 町 東 部 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 2 階 会 議 室  

【 講 師 】 吉 野 え み 子 氏 （ 元 家 庭 裁 判 所 調 査 官 ）  

   （ 公 社 ） 家 庭 問 題 情 報 セ ン タ ー 主 任 研 究 員  

【 定 員 】 1 5 名  

【 託 児 】 あ り  ※ 事 前 の 申 し 込 み が 必 要 で す 。  

【 参 加 方 法 】 会 場 又 は オ ン ラ イ ン （ Z O O M）  

【 申 込 方 法 】 T E L、 F A X、 申 込 フ ォ ー ム  

≪ 申 込 ・ 問 い 合 わ せ 先 ≫  

長 崎 県 ひ と り 親 家 庭 等 自 立 促 進 セ ン タ ー （ Y E L L な が さ き ）  

T E L： 0 9 5 - 8 1 3 - 0 8 0 0      F A X : 0 9 5 - 8 4 8 - 1 1 1 2  

＜ 受 付 時 間 ＞ 平 日 1 0 : 0 0～ 1 8 : 0 0  

※ 事 前 予 約 が 必 要 で す 。  

※ ご 不 明 な 点 が ご ざ い ま し た ら お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い 。  

 

■ 8 月・ 9月 の 予 定━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 「 Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談 」  

8 月 1 8 日 （ 木 ） 1 3 : 0 0～ 1 6 : 0 0 (伊 藤 岳  弁 護 士 )  

9 月 2 1 日 （ 水 ） 1 3 : 0 0～ 1 6 : 0 0 (鷲 見 賢 一  弁 護 士 )  

 《 事 前 予 約 受 付 中 》  



伊 藤  岳  弁 護 士  

崎 陽 合 同 法 律 事 務 所 ホ ー ム ペ ー ジ  

h t t p s : / / w w w . k i y o u g o u d o u . c o m /  

鷲 見  賢 一  弁 護 士  

弁 護 士 法 人 A L A W & G O O D L O O P 長 崎 オ フ ィ ス ホ ー ム ペ ー ジ  

h t t p : / / a g l - l a w . j p / a b o u t u s / o f f i c e / n a g a s a k i - o f f i c e /  

 

※ 伊 藤 弁 護 士 ・ 鷲 見 弁 護 士 共 に 長 崎 県 弁 護 士 会 所 属 で す 。  

 

※ 日 程 等 合 わ な い 場 合 は ご 相 談 く だ さ い 。  

※ 来 所 し て の 相 談 が 難 し い 場 合 は 、 電 話 法 律 相 談 も 行 な っ て お り ま  

す 。 ま ず は お 問 合 せ く だ さ い 。  

 

■  編 集 後 記 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 長 崎 の お 盆  

毎 年 8 月 1 5 日 に 行 わ れ る 精 霊 流 し は 、 初 盆 を 迎 え た 遺 族 が 故 人 の

霊 を 弔 う た め 、 大 小 の 精 霊 船 を 曳 き な が ら 街 中 を 練 り 歩 き 、 極 楽 浄

土 へ 送 り 出 す と い う 長 崎 の 伝 統 行 事 で す 。  

当 日 は 夕 暮 れ 時 に な る と 町 の あ ち ら こ ち ら か ら 「 チ ャ ン コ ン チ ャ ン

コ ン 」と い う 鐘 の 音 と 、「 ド ー イ ド ー イ 」の 掛 け 声 、耳 を つ ん ざ く ほ

ど の 爆 竹 の 音 が 鳴 り 響 き 、 行 列 は 夜 遅 く ま で 続 き ま す 。  

お 盆 の 時 期 に は 、 あ ち こ ち の お 墓 に 提 灯 が 飾 ら れ 、 久 し ぶ り に 集 ま

っ た 家 族 や 親 せ き が 談 笑 し な が ら 、や び や（ ロ ケ ッ ト 花 火 ）や 爆 竹 、

打 ち 上 げ 花 火 、 手 持 ち 花 火 を 楽 し ん で い る 風 景 が 見 ら れ ま す 。  

長 崎 で は お 盆 に な る と お 墓 の 前 で 宴 会 を 開 い て 花 火 や 音 火 矢 を 揚 げ 、

冥 土 （ あ の 世 ） か ら ご 先 祖 が 帰 っ て く る の を 歓 迎 す る 風 習 が 江 戸 時

代 初 期 か ら 続 い て い ま す 。  

 

http://agl-law.jp/aboutus/office/nagasaki-office/

